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令
和
５
年
度
の
新
入
生
34
名
は
、
全
て
市
内

中
学
出
身
者
で
あ
る
。
令
和
６
年
以
降
、
入
学

定
員
の
40
名
を
市
内
中
学
出
身
者
で
確
保
す
る

た
め
に
は
、
３
割
以
上
が
大
柿
高
等
学
校
を
志

望
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
大
柿
高
等
学
校
の
存
続
に
は
、
進
学
率
の
向

上
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
な
る
魅
力
増

加
の
取
り
組
み
が
必
要
な
の
で
、
今
後
も
引
き

続
き
支
援
の
継
続
を
求
め
た
。

　
就
学
援
助
奨
励
金
は
、
経
済
的
な
理
由
で
就

学
が
困
難
な
家
庭
に
学
校
で
必
要
な
学
用
品
費

や
給
食
費
の
援
助
を
す
る
も
の
で
、
子
ど
も
た

ち
の
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に
な
る
事

業
で
あ
る
。

　
子
ど
も
の
学
び
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
に
、

注
視
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

～
令
和
４
年
度
の
事
業
を
総
チ
ェ
ッ
ク
～

令和4年度

江
田
島
市
　
決
算
審
査

島
に
一
つ
の
高
等
学
校

存
続
へ
向
け
て

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を

守
る
た
め
に

　
高
齢
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
や
、
一
人

で
暮
ら
す
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

盗
難
や
詐
欺
の
対
象
と
な
り
や
す
く
な
っ
て
い

る
。
啓
発
活
動
は
も
と
よ
り
、
警
察
と
の
連
携

を
密
に
し
被
害
者
の
救
済
や
犯
罪
の
早
期
発
見

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
迷
惑
電
話
防
止
機
器
購
入
費
補
助
事

特
殊
詐
欺
を
未
然
に
防
ぐ

　
令
和
４
年
度
の
決
算
認
定
議

案
12
案
を
９
月
定
例
会
に
お
い

て
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付

託
し
ま
し
た
。

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
常

任
委
員
会
の
所
管
で
総
務
文
教

分
科
会
・
産
業
厚
生
分
科
会
の

２
分
科
会
に
分
割
し
、
４
日
間

に
わ
た
り
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
に
審

査
し
ま
し
た
。
決
算
の
認
定
に

あ
た
り
、
執
行
部
に
対
し
付
し

た
意
見
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

一般会計

歳入 159億1,692万円
歳出 153億8,589万円

　
市
内
発
着
の
公
共
交
通
機
関
の
通
学
定
期
購

入
費
の
補
助
は
、
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
、

公
共
交
通
利
用
促
進
の
観
点
か
ら
も
今
後
も
継

続
す
べ
き
事
業
と
考
え
る
。

　
人
口
減
少
に
よ
り
定
期
補
助
の
利
用
者
は
減

少
し
て
い
る
が
、
子
育
て
支
援
や
移
住
定
住
促

進
に
は
大
き
な
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
た

め
、
今
後
も
継
続
し
て
事
業
を
行
え
る
よ
う
に

財
源
確
保
を
求
め
た
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
Ｄ
Ｘ
化
の
中
で
、
江
田
島

市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
は
市
民
と
市
役

所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
に
期
待
が

持
て
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
が
、
友
だ
ち
数
（
利
用

者
）
が
思
い
の
ほ
か
増
え
て
い
な
い
。

　
高
齢
者
か
ら
若
者
ま
で
幅
広
い
市
民
に
対
し

て
利
便
性
を
知
ら
せ
、
利
用
促
進
に
努
め
る
よ

う
広
報
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
を
提
案
し
た
。

島
か
ら
の
通
学
を

持
続
可
能
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
の

Ｄ
Ｘ
化
へ
向
け
て

LINE ID : @etajimacity

情報政策事業

2億2,301万
7,877円

大柿高等学校サポート事業

1,046万53
1円

定住促進通学費支援事業

2,200万5,
740円

小学校就学援助奨励事業

1,076万8
,208円

中学校就学援助奨励事業

877万2,20
1円

業
に
つ
い
て
は
、

設
置
件
数
が
66

件
と
多
い
と
は

い
え
な
い
こ
と

か
ら
、
引
き
続

き
周
知
活
動
を

し
詐
欺
被
害
の

未
然
防
止
に
努

め
る
こ
と
を
要

望
し
た
。

友だち追加はこちらから！

消費者行政活性化事業

70万3,960円
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「
Ｓ
Ｅ
Ａ 

Ｔ
Ｏ 

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
」
や
「
え
た
じ
ま
も
の
が
た

り
博
覧
会
」
の
事
業
費
は
費
用
対
効
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
観
光
事
業
は
、
地
域
Ｐ
Ｒ
や
移
住
促
進
に
も
大
き
く

貢
献
す
る
部
分
は
あ
る
が
、市
民
に
も
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、

執
行
額
に
見
合
う
事
業
に
な
る
よ
う
求
め
た
。

　
ま
た
、「
え
た
じ
ま
も
の
が
た
り
博
覧
会
」
は
、
地
域
を
盛
り

上
げ
る
た
め
の
コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
が
目
的
で
あ
る
。
各
事
業
者
が

観
光
事
業
と
し
て
確
立
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
考
え
て
事
業
を

進
め
る
こ
と
を
求
め
た
。

　
水
道
事
業
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
広
島
県
水
道
広
域
連
合
企
業

団
で
の
事
業
と
な
っ
た
。
こ
の
統
合
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
国
の
交

付
金
を
し
っ
か
り
活
用
し
、
迅
速
か
つ
適
宜
適
切
に
施
設
や
水
道

管
路
の
更
新
維
持
管
理
を
進
め
、
江
田
島
市
民
の
生
活
に
も
還
元

さ
れ
る
よ
う
尽
力
す
る
よ
う
求
め
た
。

　
下
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
令
和
３
年
10
月
使
用
分
か
ら
下
水

道
使
用
料
の
値
上
げ
を
し
た
ば
か
り
だ
が
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
に
依
存
す
る
厳
し
い
経
営
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
さ

観
光
振
興
事
業
は
費
用
対
効
果
を
期
待

市
民
の
大
切
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

水
道
事
業
・
下
水
道
事
業

ら
な
る
人
口
減
少

が
予
測
さ
れ
、
使

用
料
収
入
の
増
加

が
見
込
み
に
く

い
。

　
将
来
的
に
ま
す

ま
す
厳
し
い
経
営

が
予
測
さ
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
に

運
営
維
持
す
る
の

か
、
経
営
健
全
化

に
向
け
た
下
水
道

事
業
を
計
画
す
る

よ
う
求
め
た
。

下水道事業収益

下水道使用料
24％

農業集落
排水使用料
3％

一般会計負担金
27％

営業外収入
46％ 　

不
法
投
棄
が
後
を
絶
た
な
い
が
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
に

よ
り
、
不
法
投
棄
者
へ
の
指
導
や
ご
み
出
し
マ
ナ
ー
の
向
上

な
ど
効
果
が
見
ら
れ
る
。
環
境
を
守
る
た
め
、
今
後
も
監
視

カ
メ
ラ
の
設
置
を
推
進
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

　
ま
た
、
ご
み
の
分
別
が
で
き
て
い
な
い
と
、
リ
レ
ー
セ
ン

タ
ー
等
の
環
境
施
設
の
機
械
故
障
を
招
く
可
能
性
が
高
い
の

で
、
市
民
み
ん
な
で
余
計
な
出
費
を
防
げ
る
よ
う
に
、
ご
み

分
別
マ
ナ
ー
の
向
上
の
啓
発
を
求
め
た
。　

　
水
産
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
を
克
服
す
る
た
め
に
、

市
で
は
、
水
産
業
振
興
対
策
事
業
と
し
て
、
集
中
放
流
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
決
算
質
疑
に
際
し
、
放
流
魚
種

や
数
量
、
事
業
実
施
箇
所
は
示
さ
れ
た
も
の
の
、
漁
獲
高
の

変
化
な
ど
事
業
効
果
の
確
認
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

　
水
産
業
事
業
者
の
た
め
に
も
、
事
業
効
果
を
確
認
し
つ
つ

事
業
を
推
進
し
、
よ
り
良
い
水
産
業
振
興
対
策
に
な
る
よ
う

に
求
め
た
。　

後
を
絶
た
な
い
ご
み
の

不
法
投
棄
に
対
し
て

よ
り
効
果
の
あ
る

水
産
業
対
策
に
す
る
た
め
に

　
子
育
て
環
境
の
整
備
事
業
と
し
て
令
和
３

年
度
よ
り
始
め
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
と
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
そ

れ
ぞ
れ
の
利
用
登
録
者
数
は
前
年
度
よ
り
増

加
し
て
い
る
も
の
の
、
想
定
よ
り
登
録
者
数

が
少
な
い
。

　
子
育
て
世
代
が
い
ざ
と
い
う
と
き
に
困
ら

な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
支
援
が
行
き
届
く
よ

う
に
、
再
度
、
周
知
活
動
を
促
進
す
る
よ
う

要
望
し
た
。

子
育
て
世
代
の
支
援
策

も
っ
と
利
用
促
進
を

家庭一般廃棄物収集運搬事業

2億2,467万
2,369円

集中放流負担金

102万円
水産資源増大対策事業補助金

587万7,00
0円

病児・病後児保育事業

295万7,000
円

ファミリーサポートセンター研修受講費補助金

12万5,000円

江田島SEA TO SUMMIT補助金

480万円

観光戦略チーム支援業務委託料

1,127万9,000
円
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旅
館
業
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
江
田
島
市

手
数
料
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

令和５年９月

定例会
会期：９/７・８

令和５年10月

臨時会
会期：10／31

議案・・・20件
同意・・・９件
報告・・・５件
諮問・・・１件

議案・・・12件

選挙・・・４件

４全ての議案名は、
市ホームページで
ご覧いただけます。

臨時会定例会

　
旅
館
業
の
事
業
を
譲
り
受
け
た
も
の
は
、
営
業
許

可
申
請（
手
数
料
２
万
２
０
０
０
円
）を
不
要
と
し
、

よ
り
簡
易
な
営
業
者
の
地
位
の
承
認
申
請
（
手
数
料

７
４
０
０
円
）
を
行
う
こ
と
と
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
49
号　
江
田
島
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

飛
渡
瀬
交
流
プ
ラ
ザ
の
完
成
と
小
古
江
集
会
所
へ

の
名
称
変
更
に
伴
う
条
例
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
江
田
島
市
公
共
施
設
の
あ
り

方
に
関
す
る
基
本
方
針
に
よ
り
、

旧
小
学
校
区
単
位
に
ま
ち
づ
く

り
や
地
域
活
動
の
拠
点
と
な
る

交
流
プ
ラ
ザ
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、「
小
古
江
老
人
集
会
所
」

を
「
小
古
江
集
会
所
」
へ
と
名

称
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

江
田
島
市
の
将
来
の
た
め
に
、
財
政
運

営
の
健
全
化
を
課
題
と
し
て
、
数
値
の
改
善
に
取
り

組
む
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
で
も
執
行
部
の
事
業
を
し
っ
か
り
審
査
し
て
、

市
民
の
生
活
を
守
り
、
持
続
可
能
な
江
田
島
市
を
目

指
し
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
は
97
・
１
％

と
令
和
３
年
度
の
91
・
２
％
か
ら
大
き
く
上

昇
し
て
い
ま
す
。
経
常
収
支
比
率
と
は
簡
単

に
言
う
と
必
要
最
低
限
の
費
用
の
比
率
で
す
。

数
値
が
高
く
な
る
と
、
江
田
島
市
独
自
の
政

策
に
使
え
る
お
金
が
減
り
、
財
政
の
硬
直
化

が
起
こ
り
ま
す
。

公
債
費
負
担
比
率
は
17・５
％

と
高
い
数
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。
公
債
費
は

地
方
債
の
元
利
償
還
金
等
で
義
務
的
な
経
費

で
す
。

　
一
般
的
に
は
15
％
が
警
戒
ラ
イ
ン
、
20
％

が
危
険
ラ
イ
ン
と
さ
れ
て
い
て
、
公
債
費
負

担
比
率
が
高
い
と
、
財
政
構
造
が
硬
直
化
し
、

新
た
な
事
業
の
対
応
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に

議
案
第
47
号　
江
田
島
市
市
民
セ
ン
タ
ー
等
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

将
来
の
江
田
島
市
を
見
据
え
て

将
来
の
江
田
島
市
を
見
据
え
て

～ 

決
算
審
査
を
終
え
て 

～

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度

一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
決
算
に
つ

い
て
、
適
正
に
し
て
公
平
か
つ
能
率
的
な
財
政
運
営

が
行
わ
れ
た
か
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

常
に
費
用
対
効
果
を
意
識
し
な
が
ら
地
域
住
民
の
福

祉
の
増
進
の
た
め
に
運
営
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
25

項
目
の
意
見
を
付
け
た
う
え
で
、
可
決
お
よ
び
認
定

す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長
か
ら
一
言

平川委員長
完成した飛渡瀬交流プラザ
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主な議案 主な議案

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

正
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
も
の
は
、
公
共
施
設
再
編
整
備
等
に
係
る
引

っ
越
し
費
用
や
、
国
・
県
補
助
金
の
追
加
交
付
に
よ

る
工
事
費
等
で
、
３
０
４
万
８
０
０
０
円
の
増
額
補

正
で
す
。

　
吉
野
伸
康
議
長
お
よ
び
平
川
博
之
副
議
長
の
退
任

に
伴
う
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
投
票
の
結
果
、
酒

永
光
志
議
員
が
議
長
に
、
上
松
英
邦
議
員
が
副
議
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

＊
詳
し
く
は
、
19
・
20
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議
案
第
52
号　
令
和
５
年
度
江
田
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

選
挙
第
３
号　
議
長
の
選
挙

選
挙
第
４
号　
副
議
長
の
選
挙

34
職
員
給
与
費
の
減
額
補
正
（
５
０
６
９
万
２
０
０
０

円
）
が
大
き
い
理
由
は
。

職
員
給
与
費
の
全
体
的
な
減

額
理
由
と
し
て
は
、
早
期
退

職
者
が
多
か
っ
た
こ
と
が
最
大
の

要
因
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

社
会
人
枠
を
活
用
し
た
り
、
応
募

年
齢
を
引
き
上
げ
た
り
す
る
こ
と

で
採
用
枠
を
広
げ
、
職
員
の
確
保

に
努
め
ま
す
。

広
島
県
の
補
助
事
業

で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
の
上
昇
に
対
す
る
支

援
を
行
う
も
の
で
す
。

　
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
な
ど
の

省
エ
ネ
機
器
へ
の
転
換
や
、

設
備
関
係
の
環
境
負
荷
を

下
げ
る
と
い
う
よ
う
な
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
設
備

に
対
す
る
助
成
事
業
で
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

公務員の中途退職が全国的にも増加しており、
若者を中心に転職に関する意識の変化が見られる

県の補助事業に、
４件の要望を計上

教
育
振
興
費
の
学
校
教
育
振
興
一
般
事
業
費
で
、
仮

想
ブ
ラ
ウ
ザ
環
境
構
築
業
務
委
託
料
（
１
８
３
０
万

円
）
の
詳
細
を
。

農
業
振
興
費
の
施
設
園
芸
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
事
業
補

助
金
（
６
５
０
万
円
）
と
は
具
体
的
に
何
か
。

仮
想
ブ
ラ
ウ
ザ
と
い
う
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

閲
覧
ソ
フ
ト
の
こ
と
で
、
教
員
用
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
を
安
全
に
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
構
築
で
す
。
現

在
、
各
校
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
用
の
パ
ソ
コ
ン
を
５

台
ず
つ
配
置
し
て
い
ま

す
が
、
教
員
個
々
の
パ

ソ
コ
ン
で
は
情
報
収
集

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
全
て
の
教

員
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ク
セ

ス
を
容
易
に
、
か
つ
安

全
に
行
え
る
よ
う
に
す

る
も
の
で
す
。

学校現場での情報収集が
容易に行えるように

農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて

人権擁護委員候補者の推薦について

江田島市市民センター等設置及び管理条例の一部を改正する条例案について

江田島市集会所設置及び管理条例の一部を改正する条例案について

江田島市手数料条例の一部を改正する条例案について

江田島市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例等の一部
を改正する条例案について

江田島市火災予防条例の一部を改正する条例案について

令和５年度江田島市一般会計補正予算（第４号）

令和５年度江田島市介護保険（保険事業勘定）特別会計補正予算（第１号）

令和５年度江田島市下水道事業会計補正予算（第１号）

令和４年度江田島市一般会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度江田島市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
他特別会計歳入歳出決算の認定について　８件

令和４年度江田島市水道事業会計決算の認定について 

令和４年度江田島市下水道事業会計決算の認定について

令
和
５
年
９
月
定
例
会
お
よ
び

　
10
月
臨
時
会
で
同
意
・
可
決
さ
れ
た
議
案
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令
和
７
年
か
ら
第
３
次
総　
　

合
計
画
が
始
ま
ろ
う
と
し

て
い
る
。
第
２
次
総
合
計
画
の

検
証
と
評
価
を
適
切
に
行
い
、

さ
ら
に
は
多
様
な
市
民
の
意
向

調
査
を
踏
ま
え
た
上
で
、
第
３

次
総
合
計
画
を
策
定
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

市
長
令
和
５
年
度
で
第
２
次

総
合
計
画
の
検
証
や
各
種
デ
ー

タ
の
整
理
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
等
に
よ
る
市
民
意
見
の
把

握
、
有
識
者
か
ら
な
る
審
議
会

で
基
本
構
想
を
ま
と
め
ま
す
。

　
基
本
構
想
案
に
つ
い
て
は
、

機
会
を
捉
え
な
が
ら
、
市
民
や

議
員
の
皆
さ
ま
に
情
報
提
供
さ

せ
て
い
た
だ
き
つ
つ
、
審
議
会

の
答
申
を
い
た
だ
い
た
上
で
、

令
和
６
年
２
月
議
会
に
提
案
し

ま
す
。こ

れ
ま
で
の
市
民
満
足
度

調
査
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
回
答
率
が
33
％
と
低
い
。
郵

送
だ
け
で
は
な
く
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
活
用
も
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

企
画
部
長
市
民
の
声
を
反
映

す
る
に
は
、
も
っ
と
回
答
率
の

向
上
を
は
か
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答

岡野　数正
市民の声を反映した第３次江田島市総合計画に！　

答 市民アンケートなどさまざまな方法で市民の参画をはかる　　

も
手
法
の
一
つ
と
考
え
ま
す
の

で
、
併
用
を
検
討
し
ま
す
。

第
３
次
江
田
島
市
総
合
計

画
作
業
計
画
書
に
は
審
議

会
や
議
会
等
と
の
関
係
性
を
示

す
策
定
体
制
が
示
さ
れ
て
い
な

い
。
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

企
画
部
長
部
長
級
か
ら
な
る

本
部
会
議
で
取
り
ま
と
め
、
審

議
会
で
議
論
い
た
だ
き
熟
度
を

高
め
ま
す
。
議
会
に
対
し
て
は

そ
の
結
果
を
報
告
し
、
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
内
容
を
固
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
10
年
先
の
江
田
島
市
を
描
く

た
め
に
は
、
市
民
、
執
行
部
、

審
議
会
、
そ
し
て
市
民
の
代
表

た
る
市
議
会
が
一
緒
に
な
っ
て

計
画
策
定
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。

　
今
後
、
議
会
が
積
極
的
に
関

わ
る
た
め
の
具
体
的
方
策
の
議

論
を
進
め
た
い
。

問

問問

ＱＲコードを読み取ると録画映像が視聴できます。

１　岡野　数正　　　　市民の声を反映した第３次江田島市総合計画に！
２　古居　俊彦　　　　ごみステーションの管理は誰に？　　　　　　
３　上本　雄一郎　　　瀬戸内の多島美を楽しめるよう陀峯山の整備を！
４　宮下　成美　　　　こども基本法の制定をきっかけに一歩進んだ子育て支援を！
５　平本　美幸　　　　江田島市の子育て支援、さらなる拡充を！！
６　美濃　英俊　　　　適切な引き継ぎで、問題点や課題の解決を！
７　筧本　語　      　　成年後見制度の本市の取り組みは？

質問者　７人

一般質問
市の考えを問う

江田島市総合計画

「
瀬
戸
内
の
穏
や
か
な
海

に
抱
か
れ
た
豊
か
な
自

然
」、
そ
う
感
じ
ら
れ
る
場
所

が
島
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
陀
峯
山
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、

江
田
島
六
峰
中
、
唯
一
、
車
で

ほ
ぼ
頂
上
ま
で
上
が
れ
る
景
勝

地
で
あ
る
。
山
頂
の
眺
望
確
保

や
林
道
の
維
持
管
理
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

 

市
長
陀
峯
山
山
頂
は
、
市
全

体
を
見
渡
せ
る
素
晴
ら
し
い
眺

望
を
有
し
、
車
で
到
達
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
現
在
は
草
木
が

茂
り
、
足
元
の
視
界
が
ふ
さ
が

れ
る
な
ど
、
眺
望
を
楽
し
め
な

い
状
況
で
す
。
こ
れ
を
改
善
す

る
た
め
、
今
年
度
、
陀
峯
山
整

備
事
業
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

　
来
年
度
以
降
、
作
成
さ
れ
た

計
画
を
基
に
、
山
頂
周
辺
の
整

備
を
進
め
、
素
晴
ら
し
い
眺
望

を
確
保
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
林
道
の
維
持
管
理
は
、

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

除
草
等
業
務
を
委
託
し
、
山
頂

へ
の
ル
ー
ト
で
あ
る
入
野
線
、

入
野
支
線
、
隠
地
線
お
よ
び
椿

線
の
除
草
・
清
掃
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
山
頂
へ
の

通
行
に
支
障
の
な
い
よ
う
、
維

持
管
理
に
努
め
ま
す
。

お
わ
り
に

　
天
狗
岩
～
陀
峯
山
山
頂
～
釣

附
海
岸
へ
と
至
る
道
は
、
歩
く

人
も
、
自
転
車
の
人
も
、
車
の

人
も
島
の
豊
か
な
自
然
環
境
を

楽
し
め
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。

　
そ
の
中
間
地
点
た
る
山
頂
の

和
式
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
従

来
、
先
輩
議
員
か
ら
も
洋
式
へ

の
改
修
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
。

　
昨
年
度
末
、
新
た
な
「
観
光

立
国
推
進
基
本
計
画
」
が
閣
議

決
定
さ
れ
、「
地
方
誘
客
促
進
」

等
に
特
に
留
意
し
、
観
光
政
策

を
推
進
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
今
後
と
も
国
や
県
の
動
向
に

目
を
配
り
な
が
ら
、
島
の
「
お

も
て
な
し
環
境
」
の
充
実
を
進

め
る
よ
う
求
め
る
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
数

は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。

市
長
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

市
所
有
の
土
地
や
個
人
の
土
地

に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
市
内
に

４
２
３
カ
所
あ
り
ま
す
。

管
理
は
誰
が
行
っ
て
い
る

の
か
。

市
長
自
治
会
に
お
い
て
、
ご

み
出
し
の
立
ち
会
い
に
よ
る
マ

ナ
ー
向
上
の
た
め
の
啓
発
や
、

収
集
日
が
守
ら
れ
て
い
な
い
ご

み
の
分
別
、
清
掃
な
ど
を
行
っ

て
お
り
、
環
境
美
化
と
円
滑
な

ご
み
の
収
集
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
新
規
ア
パ
ー
ト
建
設
の

情
報
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
自

治
会
に
情
報
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
設
置
に
つ
い
て
協
議
を

行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

道
路
沿
い
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
、
そ
こ
の
自
治

会
と
関
係
の
な
い
通
り
掛
か
り

の
者
や
、
通
勤
等
で
通
る
者
が
、

頻
繁
に
ご
み
出
し
を
し
て
い
く

こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る

か
。市

民
生
活
部
長
ご
み
出
し
を

す
る
方
が
、
自
分
の
住
ん
で
い

る
最
寄
り
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
な
け
れ
ば
出
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
決
ま
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
管
理
す
る
自

治
会
か
ら
す
る
と
、
「
な
ぜ
、

自
治
会
員
以
外
の
者
の
ご
み
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
み
を
出
さ
れ
る
方
に

は
、｢

管
理
さ
れ
て
い
る
自
治

会
の
立
場
で
、
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　
ご
み
問
題
は
、
日
常
に
直
結

し
て
い
る
こ
と
だ
け
に
重
要
な

問
題
で
あ
る
。
自
治
会
に
お
い

て
も
維
持
管
理
に
協
力
す
る
つ

も
り
で
は
あ
る
が
、
自
治
会
そ

の
も
の
も
昨
今
高
齢
化
し
て
疲

弊
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
治
会

の
問
題
は
、
山
積
し
て
い
る
。

　
自
治
会
の
過
度
の
負
担
に
な

ら
ぬ
よ
う
に
、
市
も
関
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
収
集
に
つ
い
て
、
人
口
が
減

る
こ
と
に
よ
っ
て
適
宜
見
直
し

な
が
ら
、
環
境
美
化
に
努
め
、

市
民
の
利
便
性
を
損
な
わ
な
い

よ
う
に
、
今
後
と
も
市
の
対
応

を
お
願
い
す
る
。

上本　雄一郎
瀬戸内の多島美を楽しめるよう陀峯山の整備を！

答 来年度以降、作成された計画を基に山頂周辺の整備を
進めるとともに、林道の維持管理に努める　

古居　俊彦
ごみステーションの管理は誰に？

答 自治会へお願いしており、環境美化と円滑なごみ収集に　
努めている

問問問

問

島全体を見渡せるが
山口方面の眺望に課題あり

灘尾先生揮毫の碑「陀峯」。
周辺の維持管理が課題
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答答

答 答

「
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期　
　

に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い

支
援
」
の
た
め
の
「
ひ
ろ
し
ま

版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
の
導
入
は
、
い

つ
な
の
か
。

福
祉
保
健
部
長
人
材
不
足
に

よ
り
現
在
実
施
で
き
て
い
な
い

が
、
令
和
６
年
度
は
準
備
期
間

と
し
、
令
和
７
年
度
か
ら
導
入

し
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
、
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
が
さ
れ
て
い

る
が
、
他
の
自
治
体
で
既
に
行

わ
れ
て
い
る
18
歳
の
年
度
末
ま

で
の
拡
充
は
し
な
い
の
か
。

福
祉
保
健
部
長
医
療
費
助
成

を
高
校
生
ま
で
に
拡
充
す
る
こ

と
は
、
子
育
て
家
庭
へ
の
負
担

軽
減
が
は
か
ら
れ
、
支
援
に
つ

な
が
り
ま
す
。
財
政
的
な
確
保

も
含
め
、
令
和
６
年
度
か
ら
の

実
施
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

通
学
定
期
支
援
制
度
の
財

源
と
し
て
「
地
方
創
生
交

付
金
」
の
活
用
は
で
き
な
い
の

か
。企

画
部
長
活
用
は
し
て
い
な

い
が
、
子
育
て
世
代
の
負
担
軽

減
を
は
か
る
た
め
、
市
の
財
政

状
況
や
有
利
な
支
援
制
度
の
有

無
な
ど
を
見
極
め
つ
つ
、
通
学

定
期
支
援
制
度
の
さ
ら
な
る
充

こ
ど
も
基
本
法
に
基
づ
い

た
意
識
啓
発
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

福
祉
保
健
部
長
少
子
化
問
題

は
、
今
の
社
会
全
体
の
構
造
や

意
識
を
変
え
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
、
国
の
「
こ
ど
も
未
来

戦
略
」
の
中
で
も
い
わ
れ
て
お

り
、
今
後
、
国
か
ら
発
表
さ
れ

る
「
こ
ど
も
大
綱
」
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

こ
ど
も
基
本
法
第
11
条
に

は
、
子
ど
も
に
関
わ
る
計

画
や
施
策
を
策
定
、
実
行
す
る

際
に
は
、
子
ど
も
た
ち
や
子
育

て
当
事
者
の
意
見
を
反
映
す
る

必
要
な
措
置
を
行
う
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
方
法
を
考
え
て
い

る
か
。

福
祉
保
健
部
長
子
ど
も
に
関

す
る
計
画
な
ど
は
、
子
ど
も
や

保
護
者
の
方
な
ど
の
声
を
し
っ

か
り
と
聞
き
、
紙
の
ア
ン
ケ
ー

ト
だ
け
で
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
も
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

市
こ
ど
も
計
画
策
定
時
に

は
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、

若
者
、
子
育
て
世
代
と
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
で
き
る
限

り
行
っ
て
は
ど
う
か
。

平本　美幸
江田島市の子育て支援、さらなる拡充を！！

答 事業の見直しや新規事業で子育てしやすい環境を整える

宮下　成美
こども基本法の制定をきっかけに一歩進んだ子育て支援を！

答 財源状況にも目を配りながら、可能な限りの子育て支援に
つなげる施策を検討する　

問問問

問

問問

問問

問 福
祉
保
健
部
長
こ
ど
も
基
本

法
の
理
念
に
基
づ
い
て
、
子
ど

も
の
声
を
聞
く
機
会
を
検
討
し

ま
す
。財

源
の
議
論
な
ど
課
題
は

あ
る
が
、
現
在
市
が
推
進

し
て
い
る
子
育
て
支
援
策
の
、

一
歩
進
ん
だ
展
開
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

福
祉
保
健
部
長
全
体
的
な
財

源
の
状
況
に
も
目
を
配
り
な
が

ら
可
能
な
限
り
の
子
育
て
支
援

を
検
討
し
ま
す
。

お
わ
り
に

　
国
全
体
の
急
速
な
少
子
化
等

を
背
景
と
し
て
令
和
５
年
４
月

１
日
よ
り
、
こ
ど
も
基
本
法
が

制
定
さ
れ
た
。
江
田
島
市
の
人

口
や
出
生
率
は
急
速
に
減
少
し

て
お
り
、
将
来
危
機
的
な
状
況

が
予
測
さ

れ
る
こ
と

か
ら
、
今

よ
り
も
人

口
の
減
少

ス
ピ
ー
ド

を
緩
め
て

い
き
、
出

生
率
を
少

し
で
も
向

上
さ
せ
る

必
要
が
あ

る
と
考
え

る
。

実
を
検
討
し
ま
す
。

　
　

本
市
の
環
境
の
良
さ
の
中

で
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
は
。

市
長
今
後
も
子
育
て
世
代
を

取
り
巻
く
環
境
の
ニ
ー
ズ
の
変

化
を
的
確
に
捉
え
、
地
域
の
中

で
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ま
が
快
適

に
使
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
等
整

備
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

総
務
部
長
ご
年
配
の
方
や
足

腰
の
不
自
由
な
方
等
、
全
て
の

方
々
が
快
適
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、

順
に
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※
『
ネ
ウ
ボ
ラ
』
と
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で

「
ア
ド
バ
イ
ス
の
場
所
」。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で

始
ま
っ
た
出
産
・
育
児
制
度
、
ま
た
は
そ
の

施
設
を
指
し
ま
す
。

共
生
社
会
に
お
け
る
ト
イ
レ

の
環
境
整
備

こ
れ
ま
で
成
年
後
見
制
度

に
つ
い
て
、
本
市
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。

市
長
本
市
で
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
「
制
度
の
広
報
・

周
知
」
で
す
。
出
前
講
座
や
研

修
会
の
実
施
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成
に
よ
り
、
成
年
後
見
に
関

す
る
相
談
支
援
や
制
度
の
周
知

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
「
制
度
の
利
用
促

進
に
関
す
る
取
り
組
み
」
で
す
。

　
申
し
立
て
が
で
き
る
配
偶
者

や
４
親
等
内
の
親
族
が
い
な
い

場
合
の
「
市
長
申
立
て
」
の
活

用
や
、
費
用
の
負
担
が
困
難
な

場
合
に
、
制
度
の
利
用
に
必
要

な
費
用
を
市
が
助
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
制
度
の
利
用
促
進
に

関
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
江
田
島

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
権

利
擁
護
セ
ン
タ
ー
え
た
じ
ま
」

が
実
施
し
て
い
る
法
人
後
見
や
、

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事

業
か
け
は
し
」
に
よ
る
支
援
な

ど
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
の

連
携
を
し
た
取
り
組
み
も
行
っ

て
い
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促

進
に
向
け
、
今
後
本
市
は

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

い
く
の
か
。

本
年
度
は
、
教
育
長
、
総

務
部
長
、
企
画
部
長
、
産

業
部
長
、
土
木
建
築
部
長
と
執

行
部
の
幹
部
が
５
名
も
代
わ
っ

た
が
、
来
年
度
予
算
を
考
え
る

時
期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
前

任
者
か
ら
継
続
さ
れ
る
問
題
点

や
課
題
な
ど
、
引
き
継
ぎ
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
。

市
長
こ
の
た
び
の
部
長
級
職

員
の
人
事
異
動
に
際
し
て
も
、

前
任
者
は
、
各
課
が
担
当
す
る

事
業
の
概
要
、
懸
案
事
項
、
課

題
等
を
整
理
し
た
事
務
引
継
書

を
作
成
し
、
令
和
５
年
４
月
４

日
ま
で
に
、
後
任
者
へ
の
事
務

引
き
継
ぎ
を
し
て
い
ま
す
。

失
礼
な
が
ら
、
各
課
の
新

部
長
に
し
っ
か
り
引
き
継

が
れ
て
い
る
か
確
認
の
意
図
で

質
問
す
る
。
ま
ず
、
企
画
部
だ

が
、
移
住
定
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
ｈ
ｏ
ｄ
ｏ
ｈ
ｏ
ｄ
ｏ
」
へ

の
定
期
的
な
記
事
追
加
の
お
願

い
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
に

お
考
え
か
。

企
画
部
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記

事
の
重
要
性
・
必
要
性
は
私
も

同
じ
考
え
で
す
の
で
、
担
当
職

員
が
記
事
の
更
新
に
取
り
組
む

時
間
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
部

内
の
業
務
の
調
整
を
は
か
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

筧本　語
成年後見制度の本市の取り組みは？

答 取り組みのさらなる充実をはかり、認知症の方や
障害者の方が安心して暮らせるまちづくりを進める　

美濃　英俊
適切な引き継ぎで、問題点や課題の解決を！

答 事務引継書を作成し、引き継ぎをしている

土
木
建
築
部
長
に
伺
う
。

「
江
田
島
市
公
園
等
管
理

活
用
計
画
」
は
元
々
、
令
和
４

年
度
の
終
わ
り
に
計
画
の
見
直

し
予
定
だ
が
、
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

土
木
建
築
部
長
災
害
復
旧
工

事
を
優
先
し
た
た
め
、
中
間
年

に
至
る
ま
で
、
計
画
に
基
づ
く

動
き
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
令
和
４
年
度
か
ら

中
間
の
見
直
し
を
行
わ
ず
に
、

当
初
の
計
画
に
基
づ
い
て
取
り

組
み
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
そ
の
他
、
教
育

長
に
文
化
財
や
戦

争
遺
跡
を
は
じ
め
、

ふ
る
さ
と
の
歴
史

に
関
わ
る
も
の
に

対
す
る
今
後
の
対

応
や
考
え
を
伺
い
、

産
業
部
長
に
イ
ノ

シ
シ
対
策
の
考
え

と
働
き
手
確
保
の

事
業
に
つ
い
て
前

向
き
に
検
討
い
た

だ
け
る
か
質
問
を

し
た
。
お
２
人
に

も
、
前
向
き
な
答

弁
を
い
た
だ
い
た
。

問問

問

問問

市
長
優
先
し
て
取
り
組
む
事

項
と
し
て
、
３
項
目
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

１
、
「
市
町
村
長
申
し
立
て
の

適
切
な
実
施
」

　
本
市
で
は
、
毎
年
度
、
市
長

申
し
立
て
の
実
績
が
あ
り
、
今

後
も
、
広
島
県
の
研
修
等
を
受

け
な
が
ら
適
切
に
実
施
を
し
て

い
き
ま
す
。

２
、
「
地
方
公
共
団
体
に
よ
る

行
政
計
画
等
の
策
定
」

　
現
在
、
本
市
で
は
計
画
は
未

策
定
の
た
め
、
令
和
５
年
度
に

策
定
す
る
「
第
４
次
江
田
島
市

地
域
福
祉
計
画
」
に
包
含
す
る

形
で
、
「
成
年
後
見
利
用
促
進

基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

３
、
「
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
の
推
進
」

　
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
に
は
、
権
利
擁
護
支
援
を

含
め
た
成
年
後
見
制
度
の
総
合

調
整
を
行
う
「
中
核
機
関
」
が

必
要
で
す
。
市
で
は
、
令
和
６

年
度
の
設
置
に
向
け
、
調
整
を

行
っ
て
い
ま
す
。

＊こども家庭庁より引用

こども基本法６つの理念

市民に優しい
取り組みを！
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・�道路の老朽化が進み、維持管理が追い
付いていない。

・�水路が土砂や枯れ葉などで詰まってい
る箇所が多い。

・�災害を未然に防ぐためにもしっかりと
対策をしてほしい。

充実した教育・子育て環境を

・�子どもたちがのびのびと遊べる遊具の
ある公園がほしい。

・�学校活動においての熱中症対策には万
全をはかってほしい。

・�放課後児童クラブの土曜日開所や利用
時間の延長を、中町以外でもしてほし
い。

地域の課題への対応は

・�自治会のメンバー不足や民生委員のな
り手不足で運営が困難。

・海岸や河川清掃の問題。

・交通手段の改善をしてほしい。

・ごみ出しマナーが悪くて困る。

　
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
若
い
人
や

女
性
も
い
る
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
ほ
と
ん
ど
が
自
治
会
長
さ
ん
だ
っ

た
の
で
ビ
ッ
ク
リ
。

　
子
育
て
世
代
や
女
性
を
対
象
に
し
た

報
告
会
も
あ
れ
ば
い
い
な
ぁ
。

え
っ
！
　
私
、
場
違
い
な

�

と
こ
ろ
に
来
た
？

　
江
田
島
市
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、

人
口
対
策
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。

　
若
い
人
が
自
然
豊
か
な
こ
の
地
域
を

好
き
に
な
り
、
移
住
先
と
し
て
選
ん
で

も
ら
え
る
魅
力
的
な
取
り
組
み
を
し
っ

か
り
と
進
め
て
ほ
し
い
で
す
。

移
住
定
住
対
策
の
充
実
を
！

７月23日、25日～27日にかけて、市内４会場で市民懇談会を開催しました。
参加者は54名でした。ご参加いただき、本当にありがとうございました。
テーブルごとの意見交換会では、意見や要望などを付箋に書き出していただき、
その中でテーマを決めて、意見交換を行いました。
一部とはなりますが、皆さんの声を紹介します。

有効なイノシシ対策を

・�イノシシその他の害獣被害への対策を
しっかりとしてほしい。

・�空き家が増え耕作放棄地が増えること
でイノシシ被害が大きくなっている。

・�農地だけでなく住宅地に出没し、安心
して生活できない。

人口減少への対策は

・�住み続けることが可能なまちづくりを
進めてほしい。

・�移住者支援と定着率の向上をはからな
ければならない。

・�若者や移住者への魅力的なまちづくり
となる施策が必要。

空き家への対応は

・�空き家の増加は防犯上危険であること
から適切な対応を望む。

・�持ち主が分からず倒壊の危険のある家
屋があり不安。

・�空き家に対する補助金の情報を分かり
やすく教えてほしい。

インフラ整備の推進を

市民の声 市民懇談会を開催！市民懇談会を開催！
＼４年ぶり／

江田島町中央

三
み
上
かみ
　美

み か
佳さん

沖美町岡大王

三
み
上
かみ
　眞
しん
治
じ
さん

　
子
ど
も
た
ち
が
屋
外
で
遊
べ
る
よ
う

遊
具
の
あ
る
公
園
の
整
備
や
、
ま
ち
な

か
か
ら
イ
ノ
シ
シ
の
潜
み
場
が
な
く
な

る
よ
う
草
や
木
が
生
い
茂
る
区
画
の
解

消
に
努
め
て
ほ
し
い
。

公
園
の
整
備
、

　
　
荒
れ
た
土
地
の
解
消
を

能美町鹿川

藤
ふじわら
原　陽

よう
子
こ
さん

　
こ
れ
ま
で
知
ら
ず
、
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
。
市
民
懇
談
会
で
の
意
見
を
委

員
会
で
審
議
し
、
重
要
な
意
見
は
市
に

要
望
・
提
言
す
る
議
会
の
仕
組
み
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

市
民
の
意
見
を
議
会
か
ら

�

市
政
に
反
映
を

大柿町小古江

竹
たけもと
本　政

まさとし
俊さん

参
加
者
に

参
加
者
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー



産
業
部
、
土
木
建
築
部
、
農
業
委
員
会
、
市
民
生
活
部
、
福
祉

保
健
部
お
よ
び
福
祉
事
務
所
の
所
管
に
関
す
る
事
務
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・
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
で
あ
る
と
と

も
に
成
長
で
き
る
場
所
で
あ
り
、
通
常

の
教
室
へ
の
復
帰
を
前
提
と
し
な
い
。

・
苦
手
な
場
面
で
相
談
す
る
力
や
、
自

分
の
強
み
を
知
り
生
か
す
力
を
育
む
こ

と
を
目
指
す
場
所
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
と
は

　
不
登
校
の
要
因
も
多
様
化
し
て
き
て

お
り
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

で
は
、
一
人
一
人
に
寄
り
添
い
個
々
に

応
じ
た
学
習
や
登
校
の
在
り
方
を
模
索

し
て
い
た
。
今
後
も
、
現
場
の
状
況
を

的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
児
童
生
徒
の

個
性
に
応
じ
た
対
応
が
は
か
ら
れ
る
こ

と
を
望
む
。

委
員
か
ら
の
意
見

　
全
国
的
に
不
登
校
や
い
じ
め
の
認
知

件
数
が
急
速
に
増
加
し
て
お
り
、
本
市

に
お
い
て
も
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
不
登
校
の
生
徒
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

環
境
を
整
え
た
市
内
中
学
校
を
視
察
し
、

現
状
の
確
認
を
調
査
の
目
的
と
す
る
。

現
在
の
目
的

不
登
校

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

スペシャルサポートルームの様子

主
な
活
動
内
容

主
な
活
動
内
容

◦
７
月
５
日
（
水
）

旧
ユ
ウ
ホ
ウ
紡
績
工
場
跡
地
現
地
調
査

に
つ
い
て
の
意
見
集
約

「
い
じ
め
と
不
登
校
」に
つ
い
て
、担
当

部
局
に
提
出
す
る
質
問
事
項
等
の
抽
出

◦
８
月
２
日
（
水
）

不
登
校
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

現
地
視
察

教
育
委
員
会
と
の
質
疑
応
答

・
「
い
じ
め
と
不
登
校
」
に
つ
い
て

◦
９
月
14
日
（
木
）

調
査
事
項
「
い
じ
め
と
不
登
校
」
に
つ

い
て
の
調
査
報
告
の
ま
と
め

◦
10
月
11
日
（
水
）

報
告
書
の
内
容
確
認

・
所
管
事
務
調
査
報
告
書

・�

決
算
審
査
特
別
委
員
会
総
務
文
教
分

科
会
報
告
書

◦
７
月
12
日
（
水
）

現
地
調
査
に
つ
い
て
の
意
見
集
約

・
児
童
発
達
支
援
事
業
所「
歩ぽ

ぽ歩
江
田
島
」

・
共
同
生
活
援
助
施
設
「
パ
ラ
レ
ル
」

◦
８
月
25
日
（
金
）

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
セ
ミ
ナ
ー
参
加
お
よ

び
講
師
と
意
見
交
換

現
地
調
査

・
旧
ユ
ウ
ホ
ウ
紡
績
工
場
跡
地

・
社
会
福
祉
法
人
江
能
福
祉
会

◦
９
月
27
日
（
水
）

意
見
集
約

・
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
セ
ミ
ナ
ー

・
社
会
福
祉
法
人
江
能
福
祉
会
現
地
調
査

決
算
審
査
特
別
委
員
会
付
帯
意
見
の
確
認

◦
10
月
13
日
（
金
）

報
告
書
の
内
容
確
認

・
所
管
事
務
調
査
報
告
書

・�

決
算
審
査
特
別
委
員
会
産
業
厚
生
分
科

会
報
告
書

・�

堂
山
氏
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
イ
ノ
シ
シ

の
生
態
の
理
解
を
基
に
、
具
体
的
で

効
果
的
な
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
講
義
で

あ
る
。
市
民
へ
の
周
知
の
た
め
、
積

極
的
に
市
内
各
地
域
で
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施
し
、
「
総
合
防
除
」
を
進
め
て

ほ
し
い
。

・�

市
全
域
で
「
総
合

防
除
」
に
よ
る
実

施
体
制
が
で
き
る

よ
う
、
市
は
主
導

的
に
市
民
に
働
き

か
け
、
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。

委
員
か
ら
の
意
見

　
本
市
は
、
イ
ノ
シ
シ
対
策
と
し
て
イ

ノ
シ
シ
捕
獲
数
を
増
や
し
て
き
た
が
、

被
害
は
減
少
す
る
こ
と
な
く
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
本
市
の
イ

ノ
シ
シ
対
策
は
「
総
合
防
除
」
を
取
り

組
み
方
針
と
し
て
い
る
。
そ
の
一
環

と
し
て
開
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、

取
り
組
み
や
課
題
を
調
査
す
る
。

調
査
の
目
的

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
セ
ミ
ナ
ー

・�

断
ら
な
い
支
援
や
孤
立
し
な
い
社
会

を
目
指
す
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
、
よ

り
広
い
地
域
で
の

取
り
組
み
と
、
他

の
事
業
所
と
も
連

携
を
取
り
、
市
全

体
の
地
域
福
祉
の

充
実
に
期
待
し
た

い
。

・�

今
後
人
材
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
。
各

種
団
体
が
連
携
を

深
め
、
一
層
の
全

市
的
な
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
。

委
員
か
ら
の
意
見

　
本
市
で
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
、
核
家
族
化
に
よ
り
、
地
域
の
つ
な

が
り
や
支
え
合
う
力
が
低
下
し
て
い
る
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
地
域

福
祉
の
在
り
方
を
検
討
す
る
た
め
、
江

能
福
祉
会
の
取
り
組
み
を
調
査
す
る
。

調
査
の
目
的

江
能
福
祉
会
の
取
り
組
み

江能福祉会現地調査の様子

イノシシ被害対策セミナーの様子
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皆
さ
ま
の
声
を
市
政
に
反

映
で
き
る
よ
う
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。

10月31日に臨時会を開き、議長・副議長を選挙で選出したほか、
議会の体制が改まりました。�
市議選から２年が過ぎ、議員の任期も折り返しを迎えました。�
新たな体制で、残りの２年も頑張ります。�

◎　
岡
野　
数
正

〇　
上
本　
雄
一
郎

　
　
山
本　
一
也

　
　
平
川　
博
之

　
　
長
坂　
実
子

　
　
美
濃　
英
俊

◎
委
員
長

〇
副
委
員
長

議
会
運
営
委
員
会

◎　
長
坂　
実
子

〇　
宮
下　
成
美

　
　
岡
野　
数
正

　
　
美
濃　
英
俊

　
　
平
本　
美
幸

　
　
上
本　
雄
一
郎

議
会
広
報特別

委
員
会

産業厚生常任委員会 総務文教常任委員会

副委員長
岡
おか
野
の
　数
かずまさ
正

副委員長
上
うえもと
本　雄

ゆういちろう
一郎

～ それぞれの抱負 ～

上
うえまつ
松　英

ひでくに
邦

沖
おき
　也

や す し
寸志

委員長
平
ひらかわ
川　博

ひろゆき
之

委員長
長
ながさか
坂　実

みつ
子
こ

吉
よし
野
の
　伸
のぶやす
康

沖
おきもと
元　大

ひろうみ
洋

美
み の
濃　英

ひでとし
俊筧

といもと
本　語

かたる

山
やまもと
本　一

かず
也
や

酒
さけなが
永　光

こう
志
し

平
ひらもと
本　美

み
幸
ゆき

浜
はまにし
西　金

かねみつ
満

古
ふる
居
い
　俊

としひこ
彦

宮
みやした
下　成

なる
美
み

市
民
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添

い
、
江
田
島
市
の
安
全
安

心
な
暮
ら
し
を
守
り
ま
す
。

持
続
可
能
な

江
田
島
市
を
目
指
す
た
め

定
住
促
進
支
援
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
安

心
、
江
田
島
市
の
発
展
の

た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、

活
力
あ
る
豊
か
な
地
域
づ

く
り
に
全
力
で
頑
張
り
ま

す
。

視
察
や
研
修
で
得
た
知
識

を
皆
さ
ま
の
生
活
に
還
元

で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

体
制
一
新
。

こ
れ
か
ら
も
問
題
点
の
解

消
に
な
る
よ
う
な
調
査
に

努
め
ま
す
！

議
論
す
る
議
会
！
市
民
の

た
め
の
議
会
！
議
会
改
革

を
愚
直
に
進
め
ま
す
。

委
員
の
総
力
を
結
集
し
、

委
員
会
の
力
を
発
揮
し
て

ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
安

心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
尽

力
し
ま
す
。

ど
の
世
代
も
心
豊
か
に
暮

ら
せ
る
江
田
島
市
を
目
指

し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
応
え
る

た
め
、
し
っ
か
り
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

議長　酒
さけなが
永　光

こう
志
し

　
令
和
５
年
10
月
江
田
島
市
議
会
臨
時
会
に
お

き
ま
し
て
、
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身

に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
職
責
の

重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
地
方
自
治
の
本
旨
で
あ
る
二
元
代
表
制
の
下
、

江
田
島
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
行
政
へ

の
監
視
機
能
を
果
た
し
、
公
正
・
公
平
な
議
会

運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

負
託
に
応
え
る
た
め
、
市
政
の
充
実
と
住
民
福

祉
の
向
上
に
向
け
て
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

副議長　上
うえまつ
松　英

ひでくに
邦
　
令
和
５
年
10
月
江
田
島
市
議
会
臨
時
会
に
お

き
ま
し
て
、
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
責
任
の

重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
し
く
議
長
に
就
任
さ
れ
た
酒
永
議
長
を
し

っ
か
り
と
お
支
え
し
、
そ
の
責
務
を
果
た
す
べ

く
一
生
懸
命
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
員
一
丸
と
な
っ
て
江
田
島
市
の
発
展
・
住

民
福
祉
の
向
上
の
た
め
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

残
り
任
期
も

し
っ
か
り
と
調
査
研
究
を

し
提
案
・
提
言
を
し
て
い

き
ま
す
！

市
民
の
負
託
に
し
っ
か
り

と
応
え
て
い
き
ま
す
！

頑
張
っ
て
い
こ
う
�

皆
さ
ま
の
声
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
て
、
委
員
会

で
議
論
を
尽
く
し
ま
す
。

議会の体制が改まりました議会の体制が改まりました議会の体制が改まりました議会の体制が改まりました

委
員
会
活
動
を
通
し
て
、

地
域
活
性
化
の
た
め
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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議
会
広
報
特
別
委
員
会

〜 

編
集
後
記 

〜

市議会ってどんなことをしているの？
わがまちのマスコットキャラクターた
ちから投げ掛けられる質問に議会広報
特別委員会がお答えします！　　教え

て！

議会のこ
と

学校やこども園、交流プラザを建てるため、市
はお金をたくさん借りているって本当？

市からは昨年度末で約177億円の借金があると報告があったよ。で
もね、その借金の一部を国が出してくれるので、実質的には約39億
円の借金を少しずつ返すことになるんだ。

能美図書館に
住んでいる妖精

今号の質問者

みかぼん

みかぼん

みかぼん

委　員

そういうことかぁ。いつまでも島に住み続けたいから心配だったんだ。

いつまでもみんなが安心して暮らせるように、何にどのくらいのお
金を使うかチェックするのが私たちの仕事だからね。これからもみ
んなの声を議会に寄せてね。 委　員

みかぼん 委　員

それにしても借金が多い気がするけど、将来は大丈夫かなぁ。

将来のために整備しているんだよ。学校やこども園、交流プラザは、
災害に強い安全な施設に集約しているんだ。古い施設を廃止すること
で、管理費用は少なくなるし、廃止した建物は貸したり、売ったりし
ているよ。

みかぼん

そんなにたくさん！それで市の経営は大丈夫なの？

みんなのおうちと同じで、お金を借りるときには、市も家計状況をきち
んと報告し、ちゃんと返せるのかチェックされるんだ。少しずつ借金を
返しながら、毎年、余ったお金は貯金もしているから、安心していいよ。

委　員

委
員
長　
　
長
坂　
実
子

副
委
員
長　
宮
下　
成
美

委　
員　
　
岡
野　
数
正

委　
員　
　
美
濃　
英
俊

委　
員　
　
平
本　
美
幸

委　
員　
　
上
本　
雄
一
郎

　
令
和
３
年
11
月
に
始
ま
っ
た

任
期
も
折
り
返
し
地
点
を
過
ぎ
、

10
月
臨
時
会
を
経
て
、
議
会
の

体
制
も
変
わ
り
ま
し
た
。

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
で
は
、

各
号
制
作
に
あ
た
り
５
回
は
会

議
を
開
き
ま
す
が
、
こ
の
間
、

第
70
号
で
紙
面
構
成
を
大
き
く

変
え
て
以
降
、
委
員
一
同
が
集

ま
る
た
び
、
口
角
沫
を
飛
ば
す

議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
思
え
ば
そ
れ
は
、
よ
り
よ
い

広
報
の
在
り
方
に
関
す
る
議
論

だ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
よ
り
よ

い
議
会
の
在
り
方
を
模
索
す
る

時
間
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
今
は
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
今
号
の
「
市
民
の
声
」
で
は
、

今
夏
の
市
民
懇
談
会
の
模
様
を

報
告
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
の
声
を
さ
ら
に
議
会
へ
と

寄
せ
て
い
た
だ
き
た
い
、
ま
た

そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
議
会
で
あ

り
た
い
と
念
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

�

上
本　
雄
一
郎


